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■
寄
贈
図
書
・
反
核
通
信
・
イ
ン
フ
オ
ま
す
。 秋
月
辰
一
郎
会
長
ア
メ
リ
カ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
平
和
教
育
会
議
へ
来
る
三
月
下
旬
か
ら
四
月
上
旬
へ
か
け
て
二
週
間
の
日
程
で
秋
月
先
生
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
シ
ア
ト
ル
で
お
こ
な
わ
れ
る
「
米
国
西
太
平
洋
沿
岸
地
区
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
平
和
教
育
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ピ
ー
ス
ラ
リ
ー
」
に
参
加
さ
れ
ま
す
。
こ
の
会
議
の
目
的
は
①
広
島
・
長
崎
原
爆
の
実
相
を
つ
た
え
る
写
真
展
を
中
心
に
、
被
爆
の
実
相
と
核
の
恐
怖
を
米
国
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
人
々
に
訴
え
、
平
和
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
す
る
。
②
米
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
主
催
、
西
太
平
洋
沿
岸
地
区
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
平
和
教
育
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
へ
の
参
加
。
③
米
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
平
和
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
話
し
合
い
へ
の
参
加
。
と
な
っ
て
い
ま
す
。
秋
月
先
生
は
長
崎
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
主
事
の
西
尾
さ
ん
の
説
得
で
参
加
を
決
意
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
原
爆
を
原
点
と
し
よ
っ
た
平
和
教
育
が
世
界
的
な
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
っ
て
討
議
さ
れ
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
会
で
も
心
か
ら
の
会
の
成
功
を
願
っ
て
い
ま
す
。
（
岡
村
記
）
１
１
１
己
批
判
に
お
よ
ば
ざ
る
を
え
な
い
。
（
芝
田
進
午
「
現
代
の
課
題
」
青
木
書
店
刊
よ
り
）
医
■
目
■
閉
四
目
・
昌
・
目
言
■
｜
｜
」
■
・
日
邑
・
呂
富
弓
・
■
・
一
■
・
■
■
・
呂
患
三
呂
呂
■
・
■
・
■
Ｐ
・
呂
】
宇
呂
二
弓
■
白
“
呂
一
争
責
任
（
中
略
）
、
そ
れ
ら
の
戦
争
犯
罪
を
一
貫
し
て
み
ず
か
ら
の
手
で
追
及
し
き
れ
て
い
な
い
こ
と
へ
の
検
討
と
自
わ
た
し
の
研
究
課
題
第
一
に
、
被
爆
の
証
言
の
記
録
運
動
、
普
及
運
動
の
思
想
的
意
味
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
代
に
お
け
る
重
大
な
思
想
運
動
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
深
く
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Ｏ
第
二
は
、
朝
鮮
人
被
爆
者
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
被
爆
者
、
在
米
被
爆
者
の
問
題
が
、
日
本
人
の
思
想
に
提
起
す
る
問
題
で
あ
る
。
第
三
に
、
原
爆
投
下
と
い
う
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
戦
争
犯
罪
の
追
及
は
、
必
然
的
に
原
爆
投
下
を
招
い
た
日
本
帝
国
主
義
、
日
本
軍
国
主
義
、
天
皇
の
戦
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一－．－－．一
七
○
年
代
最
後
の
年
が
明
け
、
は
や
－
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
長
崎
の
証
言
の
会
は
、
十
年
間
の
実
践
を
ふ
ま
え
て
、
昨
秋
よ
り
第
二
次
証
言
運
動
と
し
て
『
季
刊
。
長
崎
の
証
言
』
と
『
長
崎
通
信
』
（
隔
月
刊
）
の
刊
行
に
ふ
み
き
り
ま
し
た
。
さ
い
わ
い
、
多
数
の
方
々
の
ご
賛
同
と
参
加
を
得
ま
し
て
、
無
事
に
第
一
号
、
第
二
号
と
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
あ
つ
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
八
目
下
の
と
こ
ろ
会
費
だ
け
に
よ
る
採
算
は
お
ぼ
つ
か
な
く
て
、
集
ま
っ
た
会
費
を
食
い
つ
ぶ
し
て
の
赤
字
刊
行
で
す
。
だ
が
、
た
と
え
ど
ん
な
困
難
が
あ
ろ
う
と
も
、
当
面
一
年
間
、
第
四
号
ま
で
の
刊
行
は
持
続
す
る
覚
悟
で
す
。
平
和
と
核
兵
器
廃
絶
を
め
ぐ
る
内
外
の
動
き
は
、
決
し
て
楽
観
を
許
さ
ず
、
平
和
教
育
問
題
一
つ
に
さ
え
、
じ
つ
に
多
く
の
矛
盾
と
困
難
が
横
た
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
被
爆
者
・
戦
争
体
験
者
の
老
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
そ
の
証
言
や
記
録
の
収
集
も
困
難
の
度
を
ま
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
被
爆
者
と
市
民
が
生
み
出
し
た
こ
の
反
核
証
言
運
動
こ
そ
は
、
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
自
由
な
世
界
の
実
現
を
め
ざ
す
、
き
わ
め
て
独
創
的
、
か
つ
草
の
根
の
民
衆
に
よ
る
表
現
運
動
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
『
季
刊
困
難
に
屈
せ
ず
平
和
と
核
廃
絶
へ
の
道
を
・
ゲ
ン
と
の
旅
恥
８
一
九
七
八
年
五
月
十
日
～
七
月
三
一
日
・
長
崎
に
お
け
る
原
爆
被
爆
者
実
態
調
査
第
一
報
、
調
査
対
象
及
び
調
査
項
目
等
に
つ
い
て
（
長
崎
医
学
会
雑
誌
弱
巻
３
号
別
冊
、
昭
記
年
９
月
弱
日
発
行
）
・
厚
生
省
被
爆
二
世
健
診
特
集
号
（
一
九
七
八
年
一
二
月
一
五
日
、
大
阪
被
爆
二
世
の
会
）
被
爆
二
世
５
号
（
一
九
七
九
年
一
月
一
日
、
大
阪
被
爆
二
世
の
会
）
・
広
島
通
信
豹
。
特
集
。
核
時
代
の
文
学
（
一
九
七
八
年
一
二
月
号
）
・
平
和
文
化
恥
辿
（
一
九
七
八
年
一
一
月
一
日
、
広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
）
・
新
人
文
学
鉛
号
（
一
九
七
八
年
一
一
月
、
新
人
文
学
会
）
・
原
子
野
恥
３
（
一
九
七
八
年
一
二
月
三
一
日
、
滝
田
笑
子
、
衛
）
・
名
古
屋
空
襲
誌
恥
６
（
名
古
屋
空
襲
誌
編
集
委
員
会
、
一
九
七
九
年
一
月
二
○
日
）
二
Ｓ
ｃ
・
二
言
●
。
二
零
守
Ｓ
弓
：
３
■
弓
△
◇
屋
Ｚ
◇
邑
琶
。
。
品
茸
５
８
虹
。
０
８
毒
◆
Ｃ
３
君
。
。
◇
二
℃
。
。
晶
琶
●
ｏ
も
こ
；
＆
念
。
ｏ
８
Ｕ
Ｉ
ｊ
■
８
０
Ｌ
■
新
刊
紹
介
（
昭
和
五
三
年
三
月
ｌ
）
◎
ジ
ョ
ン
。
Ｇ
・
フ
ラ
ー
著
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
原
子
炉
災
害
」
昭
和
昭
年
３
月
１
日
発
行
、
時
事
通
信
社
、
一
三
○
○
円
。
◎
東
京
都
教
職
員
組
合
編
「
先
生
に
な
り
た
い
」
ｌ
子
ど
も
ら
に
い
の
ち
と
平
和
の
尊
さ
を
、
一
九
七
八
年
三
月
三
日
発
行
、
労
働
旬
報
社
、
九
○
○
円
。
◎
林
京
子
著
「
ギ
ヤ
マ
ン
ビ
ー
ド
ロ
」
昭
和
五
三
年
五
月
二
十
日
発
行
、
講
談
●●ｌ
「
季
刊
・
長
崎
の
証
言
‐
一
の
持
続
を
め
ざ
し
て
Ｉ
.
・
長
崎
の
証
言
』
『
長
崎
通
信
』
の
刊
行
を
通
し
て
、
こ
れ
を
一
歩
々
々
た
し
か
な
も
の
に
し
て
い
く
決
意
で
い
ま
す
。
戦
争
体
験
。
原
爆
体
験
の
風
化
。
忘
却
に
抗
し
て
、
一
日
も
早
く
『
季
刊
。
証
言
』
の
刊
行
を
軌
道
に
の
せ
る
た
め
、
全
国
の
皆
さ
ん
、
力
を
か
し
て
く
だ
さ
い
・
年
四
回
、
一
二
○
頁
、
二
千
部
刊
行
継
続
の
た
め
、
五
百
人
の
会
員
（
現
在
約
釦
％
達
成
）
、
千
人
の
定
期
講
読
者
の
実
現
に
積
極
的
な
ご
支
援
を
訴
え
ま
す
。
二
月
五
日
長
崎
の
証
言
の
会
会
長
秋
月
辰
一
郎
編
集
長
鎌
田
定
夫
事
務
局
長
岡
村
進
■
事
務
局
報
告
（
蚫
月
１
１
月
）
蚫
月
７
日
、
月
末
刊
行
予
定
の
『
季
刊
。
長
崎
の
証
言
」
が
一
週
遅
れ
て
発
行
。
市
政
記
者
室
で
記
者
会
見
。
岨
月
虹
日
広
島
に
て
合
同
研
打
合
せ
。
吃
月
躯
。
記
日
第
一
回
原
爆
問
題
総
合
研
究
会
開
催
。
長
崎
よ
り
秋
月
。
市
丸
・
武
井
。
白
石
。
友
池
。
鎌
田
・
林
田
・
田
中
の
８
名
参
加
。
東
京
・
広
島
。
長
崎
を
中
心
に
約
別
名
が
出
席
。
初
め
て
の
総
合
研
究
会
と
し
て
成
功
。
「
季
社
、
九
八
○
円
。
◎
高
橋
昭
博
著
「
ヒ
ロ
シ
マ
、
ひ
と
り
か
ら
の
出
発
」
一
九
七
八
年
五
月
二
十
日
発
行
、
筑
摩
書
房
、
八
○
○
円
。
｜
癖
諸
乱
ド
斗
妃
》
情
↑
城
睦
調
煙
塞
霊
行
、
岩
波
新
書
。
◎
シ
ュ
ナ
ー
ベ
ル
著
「
少
女
ア
ン
ネ
」
ｌ
そ
の
足
跡
、
一
九
七
八
年
七
月
発
行
《
偕
成
社
、
四
三
○
円
。
◎
マ
ー
テ
ィ
ン
。
Ｊ
・
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ン
著
「
破
滅
へ
の
道
程
」
ｌ
原
爆
と
第
二
次
世
界
大
戦
、
一
九
七
八
年
八
月
一
日
発
行
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
二
七
○
○
円
。
◎
マ
ス
コ
ミ
市
民
編
集
部
「
核
と
マ
ス
コ
ミ
」
一
九
七
八
年
八
月
一
日
発
行
日
本
マ
ス
コ
ミ
市
民
会
議
、
八
○
○
円
◎
塩
月
正
雄
著
「
初
仕
事
は
安
楽
死
だ
っ
た
」
ｌ
昭
和
二
○
年
八
月
九
日
の
証
言
、
昭
和
五
三
年
八
月
一
五
日
発
行
、
光
文
社
、
八
八
○
円
。
◎
福
島
菊
次
郎
著
司
原
爆
と
人
間
の
記
録
」
一
九
七
八
年
八
月
三
一
日
発
行
一
鍬
巻
函
峠
認
証
罎
轌
緬
削
郡
一
虹
空
廠
慰
霊
塔
奉
賛
会
・
協
賛
会
、
昭
和
五
三
年
一
○
月
二
○
日
発
行
、
一
五
○
○
円
。
「
潮
」
ｎ
月
号
、
特
集
。
原
子
力
の
死
角
、
一
九
七
八
年
一
一
月
一
日
発
行
潮
出
版
社
、
四
五
○
円
。
◎
平
野
義
太
郎
著
「
平
和
の
思
想
」
ｌ
｜
犀
ユ
睡
醒
軸
癖
唾
幅
御
岳
劃
畦
孤
華
浄
伝
●●
侭
刊
。
証
言
」
第
２
号
を
参
照
さ
れ
た
し
。
一
一
翅
月
鍋
日
ソ
連
・
米
国
の
核
実
験
に
抗
議
の
座
り
込
み
（
９
名
）
蚫
月
妬
日
証
言
の
会
運
営
委
員
。
編
集
委
員
合
同
会
議
と
忘
年
会
。
離
島
の
委
員
そ
の
他
を
除
き
唱
名
参
加
。
第
１
号
の
合
評
と
今
後
の
編
集
方
針
、
会
活
動
の
進
め
方
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
（
く
わ
し
く
は
「
季
刊
。
証
言
」
に
掲
載
）
蜴
月
妬
。
訂
日
熊
本
市
に
て
九
州
地
区
民
間
教
育
研
究
集
会
開
催
。
「
季
刊
。
証
言
」
弱
冊
そ
の
他
販
売
。
片
山
、
末
永
、
山
口
、
浜
崎
、
原
田
、
鎌
田
ほ
か
多
数
参
加
。
平
和
寄
育
分
科
会
報
告
は
「
季
刊
・
証
言
」
に
報
告
。
な
お
、
こ
の
会
で
熊
本
空
襲
を
記
録
す
る
会
、
熊
本
民
教
連
の
仲
間
と
の
交
流
が
実
現
で
き
た
の
は
嬉
し
か
っ
た
。
１
月
４
日
運
営
委
員
・
顧
問
へ
証
言
。
通
信
へ
の
寄
稿
依
頼
状
を
発
送
。
１
組
諏
諏
荘
呼
輌
鮒
請
繩
蝿
雀
塞
峠
静
鈍
一
ｌ
３
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
に
及
ぶ
熱
の
こ
も
っ
た
座
談
と
な
り
、
編
集
部
は
短
く
ま
と
め
る
の
に
苦
労
し
た
。
こ
れ
も
「
季
刊
。
証
言
」
を
ご
ら
ん
い
た
だ
き
た
い
。
１
月
９
日
証
言
の
会
一
月
例
会
。
正
文
社
３
階
に
て
、
編
集
部
と
事
務
局
を
中
心
に
出
席
。
第
１
号
の
刊
行
。
配
本
状
況
と
会
費
。
読
者
拡
大
、
第
２
号
の
編
一
集
内
容
等
の
検
討
。
今
後
の
会
活
動
に
つ
い
て
打
合
せ
る
。
１
月
瓢
日
ソ
連
核
実
験
抗
議
の
座
り
込
み
（
岨
名
）
■
編
集
後
記
核
日
誌
、
新
刊
紹
介
は
こ
れ
か
ら
も
紙
面
の
許
す
か
ぎ
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
。
○
円
。
◎
庄
野
直
美
。
他
編
「
核
と
平
和
」
Ｉ
日
本
人
の
意
識
、
一
九
七
八
年
一
二
月
一
日
発
行
、
法
律
文
化
社
、
一
八
○
○
円
。◎
袖
井
林
二
郎
著
「
私
た
ち
は
敵
だ
っ
た
の
か
」
、
潮
出
版
社
、
一
三
○
○
円
。
ハ
末
永
浩
。
編
Ｖ
■
核
日
誌
（
昭
和
五
四
年
一
月
）
１
月
加
日
ネ
バ
ダ
核
実
験
禍
米
ネ
バ
ダ
州
の
核
実
験
に
よ
る
ユ
タ
州
で
の
熱
い
雪
に
よ
る
火
傷
、
二
十
回
を
越
す
死
の
灰
、
が
ん
多
発
な
ど
の
被
災
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
１
月
翅
日
五
四
年
度
政
府
予
算
案
に
お
け
る
被
爆
者
対
策
、
肥
％
の
伸
び
・
米
原
子
力
規
制
委
員
会
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
は
原
子
炉
ね
安
全
性
を
保
障
す
る
う
え
で
最
も
権
威
あ
り
と
し
て
き
た
「
ラ
ス
ム
ッ
セ
ン
報
告
」
に
欠
陥
あ
り
と
し
て
、
そ
の
支
持
を
撤
回
。
・
米
・
英
。
仏
・
西
独
が
共
同
し
て
欧
州
に
配
備
す
る
た
め
の
中
距
離
核
ミ
｜
サ
イ
ル
開
発
を
検
討
中
。
。
リ
ビ
ア
・
パ
キ
ス
タ
ン
が
原
爆
を
共
一
同
開
発
中
。
１
月
型
日
新
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
軍
縮
委
員
一
会
開
幕
。
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